
〔様式1〕

・学習規律の共通指導とその徹底
・「ねらい・見通し・振り返り」を明確にした学習
過程の徹底。
・分かりやすい発問・板書
・言葉で伝え合う力を育てる、対話や話合い
活動の工夫
・言語活動の充実
・基本的学習内容の定着８５％達成

４年生は全観点で正答率が高いが、植物に関する知識はやや不足している。５年生は｢思考･表現、知識･理解｣の
観点で正答率が低い。６年生は「関心意欲態度」「観察実験の技能」の観点で正答率が低い。

①確かな学力　（知識・理解、思考力・判断力・表現力、学びに向かう力・人間性の育成）
②命と人権を守る心　（人権感覚の醸成、思いやり・譲り合い・助け合いのできる人間関係づくり、あいさつ・返事・言葉づかい）
③心身の健康と粘り強く取り組む態度　（体力強化、よい姿勢の習慣化）

校内における学力向上推進体制

本校が児童に育成したい力
学力向上にかかわる経営方針

①　よく考える子《知》
自ら考え、すすんで学ぶ子
②　助け合う子《徳》
自分も相手（友達）も大切にして認め
合い、協力する子
③　たくましい子《体》
心も体も健康で、粘り強く取り組む子

国語

社会

算数

理科

令和元年度　北区立小学校学力向上を図るための全体計画 東京都北区立滝野川もみじ小学校

２年生は「書く」力が高い。３・４年生は「書く」力が高いが「読む・聞く」力が低い。５年生は「読む」力はあるが「書く」
力が低い。６年生は「関心・意欲」が特に低く、他の内容・観点も低い。

５・６年生ともに、「資料を読み解く」力は高いが｢思考･判断･表現｣力は低い。

２年生は学習意欲が低く、全体的に正答率も低い。３年生は、全体的に正答率が高いが文章問題が苦手である。４
年生は計算ミスが多い。５年生は観点別にみると正答率が高いが、区平均を下回る設問が４問（後述）ある。６年生
は、小数・分数の計算や図形の問題の正答率が低い。

本校の教育目標
令和元年度「北区基礎・基本の定着度調査」を受けての各教科の分析

○家庭学習の定着や地域ボラン
ティア（田植え、地域行事、お話
会、読み聞かせ）の活用をさらに推
進する。
○交流教育、土曜公開、ホーム
ページの更新、保護者会等で、児
童の学習活動の様子を周知する。
○学校評議員およびＰＴＡ、児童
館・学童クラブ等関連機関との連
携を深める。

○少人数授業の計画的な実施　　○指導体制の充実　　○授業力を高める教職員の研修の充実 　○長期休業中の学習教室
○朝の時間の「算数タイム」「朝学習」「朝読書」　○「学力フォローアップ教室」の実施　○１～４年のモジュール学習

本校の授業改善に向けた視点

の工夫 や研修の工夫

校内における研究 家庭や地域社会との

○基礎的・基本的な内容が確実に
身に付くように、繰り返し学習や少
人数指導などの工夫をする。
○自ら考え、解決できる力を形成
するため、問題解決の機会を増や
す。
○「伝え合う」言語活動の充実を図
る。
○学力ＰＵ講師・学級経営支援
員、学生ボランティア等を活用し、
個に応じた指導を充実する。

○火曜日の朝に算数タイムの時間
を設定し、反復練習を行い、算数
の基礎・基本の習熟を図る。
○金曜日に朝読書の時間を設定
し、学習の基盤となる集中力や言
語力・思考力の育成を図ると共に
読書活動の充実を図る。
○週４回、各１５分間のモジュール
学習時間を設け、主に１～４年生
の国語の基礎学力定着を図る。
（５・６年生は外国語活動）

○テーマを「自分の思いや考えを
もち、進んで人とかかわる児童の育
成～対話的な活動の工夫を通して
～」とし、「算数、道徳、音楽、図画
工作」の４教科での授業改善を推
進する。授業に対話的な学習を設
定し、その指導を工夫することによ
り、自分の思いや考えをもち、進ん
で人とかかわろうとする児童を育成
することを目指す。

○児童の学びを具体的な姿から見
取り、その過程でしっかり価値付け
たり励ましたりする。
○日常の授業で小テストや座席表
などの補助等を活用した個別の評
価をつみ重ねる。
○「適正な評価の実施」や「個人内
評価の活用」などを通して、指導と
評価の一体化を推進する。

評価活動の工夫
連携の工夫の工夫

教育課程編成上指導内容・指導方法


